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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroaki　Yamazaki

　　Japanese　eco豊omy　is　escaping　from　the　fina豊cial　difficulties　by　adopting　the　policy

which　combined　two　measures，　investing　pubhc　money　i豊large　banks　and　establishing

bridge　banks　for　b段r皇ks　which　failed　or　being段b（）ut　to　fail。　There　is，　however，　a

precedent　for　this　idea．　The　Bank　of　Japan　s鷺pplied　a　large　amouぬt　of　money　to

those　banks　through　special　loan．s　with　compensation　for　losses　by　the　govemment

an．d　the　govemment　established　Showa　Ban．k　as　a　bridge　ban．k　for　them　in．　the　finan．cial

crisis　of　l927。　As　for　the　former，纒100　Year　History　of　the　B撒k　of　Japaバdescribed　its

reality　in　detail、　In．　contrast　to　that，　the　development　of　Showa　Bank　has　not　been．　made

clear　yet．

　　The　aim　of　this　paper　is　to　analyze　n．ew　documents　available　today　an．d　elucidate　Showa

B撒kタsactivities　as段whole　du血g　the　prらWorld　War　H　period／19274939）。　It　is　very

worthwhile　to　attempt　to　open　a　black　box　in．　the　historical　research　in　Japanese　ban．king

business　in　order　to　compare　the　present　situation　with　the　pe聾War　experience　precisely

a豊ddraw　a　signific蝕t　s聡ggestion　for　the　govemme豊t　policy　from　that　work。

　　1　はじめに

　現在、日本の銀行は危機的状況にあり、これが［貸し渋り〕を通して実態経済にも悪影響を

与え、金融と実態経済が柑互促進的に縮小するという「デフレスパイラル」を誘発しっっある。

かくて、10月2ロには、金融再生関連法案の修正案が衆議院を通過して、破綻銀行やその恐れ

のある銀行の処理についてのルールが定められ、これによって銀行の破綻が預金者や健全な借

入れ先に影響を与えないようにするいわゆる破綻処理の枠組みが整備された。そこでは、破綻

もしくはその恐れのある銀行は、特別公的管理（一時国有化）か、ブリッジバンクへ移行する

カ＼清算されるか、いずれかの道を選び、前二者の場合には、国有銀行、ブリッジバンクの時

期に不良債権を整理した上で、民問銀行に売却もしくは譲渡されることになった。いわば、田
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有銀行やブリッジバンクを一時的受け皿とすることによって、善良で健全な借り入れ先への融

資を継続し、銀行破綻が実態経済へ及ぼす影響を最小限度にとどめることが目指されているの

である。

　ところで、破綻銀行の受け皿となる銀行を創設することによって、銀行破綻の打撃を緩和し

ようとする発想には日本にも前史があり、1927年の金融恐慌に際して設立された昭和銀行がそ

れであり、現下の金融危機とこの金融恐慌とを比較して、その類似性を指摘しっっ、そこから

何らかの教訓を引き出そうとする多くの著書。論文もしばしばそれに言及してきた。しかし、

そのほとんどは、資料の不足と書き手の問題意識に制約されて、その創立時の事情に触れるの

みで、創立された昭和銀行の業務のその後の展開や、創立時の事情にしても、破綻銀行の不良

債権の処理の具体的プロセスにまで踏み込んだ分析を行っていない。その意昧で、昭和銀行の

全体像については。解明すべき課題がまだたくさん残されている。そこで、この課題を解決す

るために、昭和銀行の創立から昭和12年（ロ中戦争勃発時）にかけての時期（戦争という異常

な時期ではない平和時一但し、資料の関係で、一部昭和14年11月時点を含む）における同行の

歴史の全体像を利用できる限りの資料を活用して実証的に解明した。その結果、われわれは従

来知られていなかった新しい知見や。通説とは異なる多くの知見を得ることができたが、本報

告では、これらのうち、現下の日本の金融危機対策との関連で重要と思われる5っの論点にし

ぼってその要点を述べることとする。但し、いきなり結論に入ったのでは、その意味を読者に

⊥分に伝えることができないので、本報告の意義を理解してもらうための前提一予備知識とし

て、先ず最初に昭和2年の金融恐慌下の銀行休業と昭和銀行について解説を行い。その上で結

論を述べることとする。

　なお、この報告のもととなった第一次原稿の編別構成を参考までに記せば、およそ以下の通

りである。

　1　はじめに

　H　金融恐慌下の銀行休業

　　1　金融恐慌と政府の対策

　　2　休業銀行の位置

　　3　休業銀行のその後

　皿　休業銀行の整理と昭和銀行の設立

　　1　大蔵省・ロ本銀行の休業銀行整理方針

　　2　昭和銀行の創立

　　3　休業銀行の整理過程と預金の「便法支払」

　　4　休業銀行の整理の総括

　　5　創立時の昭和銀行
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　　1）大株主と役員

　　2）第1期の業務

　　3）第2期の業務

　　4）明和不動産との関係

　　5）初期の店舗と入寺の配置

IV　昭和銀行の業務の展開

　1　店舗・入員の推移

　2　資産・負債の推移

　3　本店営業部貸出金の解剖

　　1）昭和9年3月の手形貸付と手形翻引の実態

　　2）昭和14年11月にかけての変化

　4　損益の推移

　5　不良資産整理の進行

　6　役員の変遷と幹部社員の構成

V　むすび

　踊　金融恐慌下の銀行休業と昭和銀行

　昭和2年の金融恐慌によって32の銀行が休業に追い込まれたが、この32行から特殊銀行であ

る台湾銀行と貯蓄銀行であるあかち貯蓄銀行を除いた30の普通銀行の預貸金が全国普通銀行に

占める割合は8％超に及んでいた（注1）。わずか1ケ月半の動揺で、これだけのウエイトをもつ

銀行が休業したのである。そして、この休業銀行の中に、台湾の中央銀行であり、内地金融市

場でも重きをなしていた台湾銀行や、宮内庁金庫であり華族層を背景としていた⊥五銀行、更

には綿業関係者を主要顧客とする近江銀行等の大銀行をはじめ。これらに次ぐランクの有力銀

行が多く含まれていたから、この銀行休業はロ本の信用秩序を大きく動揺させることになった

のである。

　第1表は、金融恐慌前夜の大正15年下期末における普通銀行のランキングを20位まで示した

ものであるが、ここに表示されてない特殊銀行である台湾銀行の貸出金5億4500万円は、第1

位の安田銀行を上廻り、⊥五銀行は第3位、近江銀行も第ll位にランクされていた。今ロ、大

手20行の中での北海道拓殖銀行、日本長期信用銀行という2行の破綻と比較して、当時の銀行

休業の影響がより以上に大きかったと想定することができよう。また、この表の参考欄は、昭

和銀行に合流した休業銀行である村井銀行や中井銀行も20行の末尾に連なるカ＼それに準ずる

地位にいたことをも明らかにしている。

　ところで、台湾銀行を除く休業銀行31行の昭和4年3月末の状況について述べた報告（注2）
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第1表　普通銀行の預金・貸出金ランキング（1926年下期）

　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
預　　　　金 貸　出　金

順位
銀行名 金　額

順位
銀行名 金　額

1 安田銀行 571，728 1 安田銀行 519β93

2 三井銀行 439β99 2 三井銀行 351，047

3 住友銀行 415，910 ⑧ 十五銀行 342β13

4 第　・銀行 366β49 4 第　・銀行 294，353

⑤ 十五銀行 358，904 5 住友銀行 288，441

6 三菱銀行 311β27 6 三十四銀行 197，514

7 三十四銀行 264，287 7 三菱銀行 177β58

8 山口銀行 240β67 8 山口銀行 161ゆ88

9 川崎銀行 223，549 9 川崎銀行 158β84

10 加島銀行 176，949 10 加島銀行 130β73

11 愛知銀行 138β15 ⑪ 近江銀行 123β07

12 第百銀行 136β54 12 第百銀行 l14β94

⑬ 近江銀行 136，543 13 明治銀行 91β79

14 名竃屋銀行 118β52 14 大阪野村銀行 89β91

15 明治銀行 117，717 15 藤田銀行 77ρ69

16 鴻池銀行 106β32 16 名古屋銀行 72，585

17 藤田銀行 106β38 17 鴻池銀行 69ρ95

18 芸備銀行 64，999 18 愛知銀行 65β25

19 大阪野村銀行 64，436 19 東海銀行 64，189

20 日本昼夜銀行 64β13 ⑳ 村井銀行 54，493

22 占算銀行 60，129 21 占河銀行 48，707

⑳ 村井銀行 54，449 ⑳ 豊国銀行 44，048参
　
　
考

⑳ 中井銀行 47，640 参
考
⑳ 中井銀行 42，127

⑳ 豊国銀行 39，716 ○ 尾張屋銀行 9β99

○ 尾張屋銀行 10，961

出典）東洋経済新報社「銀行年鑑」第5回より作成

によると、「単独開業したもの」13行、「他行へ合併又は買収されたもの」9行、「解散又は破

産宣告を受けたもの」4行、「休業中のもの」5行で、休業時の預金、貸出金でみて全体の約

半分を「単独開業したもの」が占めていた。しかし、これにはそこに含まれる十五銀行の影響

が大きく、これを別にすると、「他行へ合併又は買収されたもの」が全体の預金の67。7％を占

めて最大であり、このグループに昭和銀行に合併された中井、久喜、村井、中沢、八⊥四、近

江、泰昌の7行は属しており、この7行でこのグループの預金の9割C卜五銀行分を除く合計

の約6割）を占めていた。このことから、金融恐慌期における休業銀行問題は、以上の数字の

枠外にある大規模特殊銀行としての台湾銀行と、以上の数字のほとんど半分を占める規模の⊥

五銀行の整理をいかに進めるかということとともに、上記7行の整理とその受け皿としての昭



昭和金融恐慌の経営史 5

和銀行の経営をいかに行って行くかということをその焦点としていたとみることができる。

　ところで、昭和銀行は、昭和2年12月1

日に資本金1000万円（4分の1払込み）で

設立され営業を開始したが、その「設立趣

意書」によると、およそ以下のようなこと

をその目的としていた（注3）。

　政府、日銀は休業銀行の内容を精査し、

整理案を作成して、その資産負債を新銀行

に承継させ、新銀行に対して日銀から損失

補償法にもとつく特別融通を行って預金の

支払いを行わせる。

　この目的を達成するために資本金1000万

円の株式会社昭和銀行を設立し、休業銀行

の整理案の確定を待って、各銀行から願下

その資産・負債の引継ぎを受け、また新銀

行設立後直ちに別働体となるべき不動産会

社を設け、これに休業銀行から承継した不

動産を所有させてその利用処分に当らせる。

　新銀行は金融界のため必要に応じて営業

中の銀行も買収または合併し、その基礎の

強化を期するとともに、旧銀行在来の得意

先に便宜を与え、また一般商工業者に対し

ても努めて金融上の便宜を図る。

　昭和銀行は、第1期（昭和2年12月1日

～12月31口）中には、暮も間近の12月26日

に東京市内の骨銀行である尾張屋銀行から

資産・負債を譲り受けるにとどまったが、

昭和3年に入ってかへ3月1日中井、中

沢銀行、4月15日村井、八十四銀行、5月

8日近江、久喜銀行と相次いで休業銀行か

ら資産・負債を譲り受けた。そればかりか。

営業中の銀行からも、2月1日豊園銀行、

4月1日若尾銀行東京市内支店、4月25日

第2表昭和銀行の大株主（昭和2年末）

順位 株主名 持株数（％）
個人の所属
竅@行　名

1 第一銀行 16，500（8。79）

安田銀行 16，500（8。79）

三井銀行 16，500（＆79）

三菱銀行 16，500（＆79）

住友銀行 16，500（8。79）

6 池田成彬 3，000（1。60） 三井

生駒重彦 3，000（L60） 明治

星埜　　章 3，000（L60） 川崎第百

渡辺義郎 3，000（L60） 愛知

川崎第百銀行 3，000（1．60）

加島銀行 3，000（L60）

加藤晴比占 3，000（L60） 鴻池

恒川小三郎 3，000（1。60） 名古屋

野村徳七 3，000（L60） 大阪野村

串田万蔵 3，000（1．60） 三菱

山口銀行 3，000（L60）

八代則彦 3ゆ00（L6の 住友

鴻池銀行 3，000（1。60）

三十四銀行 3，000（L60）

佐々木勇之助 3，000（L60） 第一

佐々木駒之助 3，000（L60） 山口

菊池恭三 3，000（1．60） 三十四

結城豊太郎 3，000（L60）

廣岡恵三 3，000（L60） 加島

鈴木庫太郎 3，000（1。60） 藤田

26 山　・証券 1，410（α75）

27 生田定之 1，000（α53） 豊国

小野俊一 1，000㊥53）

野村銀行 1ゆ00（α53）

名論屋銀行 1，000（α53）

藤田銀行 1，000㊥53）

愛知銀行 1，000（α53）

明治銀行 1，000㊥53）

総計 187，740

注）（）内は総計に対する百分越（％）

出典）昭和銀行「営業報告書」所収「100株以上の株

　　　ヤ表」
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藤田銀行東京市内支店、5月22日泰昌銀行（営業の一部）と資産・負債を引き継いだ（注の。

　昭和銀行の大株主は第2表の通りで、5大銀行を中心とする大銀行及びその関係者が圧倒的

優位を占め、これに対応して。重役陣も以下のように大銀行の代表者によって独占されていた。

　取締役　田島道治（代表取締役、愛知銀行常務）、菊本直次郎（三井銀行常務）、瀬下清（三

　　菱銀行常務）、菅原大太郎（安田銀行常務入大平賢作（住友銀行常務）

　監査役　加納友之介（第一銀行常務入渡辺義郎（愛知銀行頭取）

　上記のように、昭和銀行の重要な使命のひとつは、不良資産の整理をすませ営業の継続が可

能となった休業銀行から資産・負債を引継ぎ、日銀特融に支えられて元休業銀行の預金を支払

うことにあったが、日銀特融が同行に注入されるルートはこれにっきるものではなかった。こ

れも上述したように、休業銀行は所有不動産を直接昭和銀行にではなく、全額出資の子会社明

和不動産に譲渡したが、昭和銀行と明和不動産との関係について、当時の新聞は次のように伝

えていた。

「大阪朝ロ新聞」昭和2庫7月31日

　　新銀行が引継ぐ不動産は、新銀行において処分することは困難であるから、別に小資本の

　　不動産会社を設け、これに不動産をすべて譲り渡し、その不動産会社の手において適当に

　　処分方法を講ずる方針であり、新銀行はその処分の不動産を不動産会社より担保としてと

　　り、これを見返りに日銀より・，・…四囲な補償法による融通を受けっっ経営することとなる

「大阪朝日新聞」昭和2年9月29日

　　各休業銀行より（昭和銀行が一山崎）引継いだ不動産は、別群体たる不動産会社を設け、

　　これに所有せしめ、更にこれを昭和銀行に担保として提供せしめ、その担保を見返りとし

　　て、昭和銀行は日銀より補償法による融資を受けくるとともに、その不動産の処分は不動

　　産会社に委せる方針を決レ…・

「田民新聞」昭和2年豊平1日

　　（不動産一山崎）会社にその不動産抵当に融通し、この債券（権の誤りか一山崎）を担保

　　に日銀から借入を仰ぐと云ふ形式をとる

これらを総合して、昭和銀行が休業銀行から引継ぐべき資産のうち不動産は明和不動産に所有

させて、同社にその処分を行わせることとし。それに必要な資金は、昭和銀行から明和不動産

への不動産担保融資、日銀から昭和銀行へのこの貸付債権を見返りとする特融によって賄うと

いうメカニズムが想定されていたといえよう。

　そして、時期は若干ずれるが、昭和5年11．月末の明和不動産の主要勘定を示した第3表によ

ると。資産側では所有土地建物の2229万円が断トツでこれに所有有価証券の260万円が次ぎ、

負債側では借入金の2484万円が断然他を圧しており、所有土地建；物と所有有価証券の合計2489

万円が借入金2484万円とほぼ見合っていた。
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第3表　明和不動産の‡要勘定（昭和5年ll月末）
（単位：円）

借 方 貸 方

項　　　目 金　　額 項　　　目 金　　額

所有十地建物 22．290β15 資　　本　　金 100，000

所有有価証券 2β00，000 払込資本金 25，000

営業用什器 1β50 借　　入　　金 24β37，907

年賦売約不動産 88，180 預　り　敷　金 27，474

仮　　払　　金 3β41 仮　　受　　金 38，643

借　地　敷　金 2β10 年賦契約不動産受入金 69β50

現金及預け金 2βOl 身元保証積立金 694

当期損失金 10，570

出典）東京興信所「全国銀行会社要録」第35版

　このように、旧休業銀行預金の払戻し、子会社明和不動産の旧休業銀行からの不動産の譲り

受けに必要な資金は、日銀の昭和銀行に対する特融によって賄われていたが、その金利は年3

％という破格の低利であった（注5）。昭和銀行及び明和不動産は、これによって預金の払戻し、

不動産の譲り受けを行いっっ、引継いだ資産（不動産を含む）の処分に伴ってこの日銀特融を

漸次返済していったのである。第4表に明らかなように、昭和銀行の貸借対照表貸方の中で、

昭和3庫末には、借用金が9734万円に及んで、未払込資本金を除く貸方合計の50％を占めてい

たが、引継ぎ資産の整理が進むに伴って徐々に減少し、12年末には5371万円、構成比で26．4％

になった。それでも、昭和7年末までは預金を上回って最大の資金調達源であり。12年末でも

なお貸方中預金に次ぐ項目として重要な地位を占めていた（注6）。このことは、上述の超低金利

と相まって、同行の資金調達コストを大きく引下げ、同行の特異な活動を強力に支えることと

なったのである。
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第4表：昭和銀行の貸借対照表
（単位1千円）

資　　産　（借方） 負　　債　（貸方）

第1期 第2期 第1期 第2期

1927年
@12月末

1928年

@6月末
1927年
@12月末

1928年

@6月末

現金預け金

L　価　証　券

ﾝ　　出　　金

@コ　一　ル　賞　一　　ン

@割　　引　　手　　形

@手　　形　　貸　　付
@（休業銀行預金担保貸付）

@証　　書　　貸　　付

@当　　座　　貸　　越

焉@銭　信　託

健?芫竝s外5行引受勘定

ﾝ付有価証券

ｼ　　店　　貸

x払承諾見返

｢経過借入金利息

ｼ　　払　　金

ｮ産不動産勘定

煤@主　勘　定

@払込未済資本金

@当　期　損　失　金

　（5ユ）

@2β94
@（6。5）

@3，065
@（87．0）

S1，015

@　㎜

@　121

R9267
i35，290）

@1，172

@457

@　一

@　㎜

@　一

@260

@　㎜

@209

@　50

@　17

@7β31

@7，500

@　131

（＆5）15，247

i34．8）

U2，226

i39。0）

U9，731

R，050

P1，083

S8，290　－

S，180

R，128

Q，101

i15．6）27，919

@93
@431

@18
@306

@133

@186

Vβ88

V，500

@388

預　　　　　　金

@当　　座　　預　　金

@特別当座預金
@通　　知　　預　　金

@定　　期　　預　　金

@雑　　　預　　　金

＝@通　貯　金

ﾘ　　用　　金

@借　　　入　　　金

ｼ　　店　　貸

x　払　承　諾

x払送金為替

G　　勘　　定

@支払利息その他

@未経過割引料その他

@預金利子諸税
煤@セ　勘　定

@資　　　本　　　金

（20。6）

X，710

P，219

Tβ84

@　8

Q，724

@374

@　3
i73．9）

R4β60

R4β60

@㎜

@一

@一
@62

@55
@　3

@　4
i5．3）

撃潤Cooo

撃n，000

（40。0）

V1，483

P2，521

Q1，418

R，766

Q8，638

@5」30

@　㎜
i58．の

P03，733

P03，733

@160

@　18

@152

@746

@490

@221

@　35

@（L4）
P0，000

P0ゆ00

合　　　計 54β41 186，281 合　　　計 54β41 186，281

未払込資本金を除く

@合　　　計
（10α0）

S7，141

（loo。o）

P78，781
未払込資本金を除く

@合　　　計
（loo。o）

S7，141

（100。0）

P78，781

注1）（）内は、未払込資本金を除く合計に対する百分比（％）。但し、休業銀行預金担保は実額で、手形

　　貸付の内書き。

注2）第1期は、昭和2年10月29目一12月31U。第2期は、昭和3年1月1U－6月30目。
出典）昭和銀行「営業報告書」第1期・第2期。
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　騨1休業銀行の整理と公的資金

　破綻銀行の整理過程で、払込み資本金・積立金の切捨てや未払込資本金の払込み徴求という

かたちで株主の責任が追及され、経営者もその地位を退くことはもちろん、損失を補てんする

ため私財を提供することが求められた。

　昭和銀行を受け皿とする休業銀行の整理状況を示した第5表によると、6行の合計で、資産

を査定した結果、査定額が、切割の43．、3％でしかなかったため、1億2600万円余の差損が発生

し、この差損を第6表に示されるような財源で補てんしたことが明らかである。そして、この

補てん財源は、払込資本金と積立金（要するに自己資本）の切捨て（40。5％）、震災手形の補

償と利子免除の合計（39。4％）、重役の提供資産（17。6％）とにより構成されていた。しかし、

この財源をもってしても差損は埋め切れず、4800万余の補てん後差損が残ったので、結局この

分だけが最終的には、一口100円以上の大口預金の一部切捨てによって賄われ、この切捨て率

（第5表最下段の負債切捨て率）は37．4％に及んだ。資産を厳格に査定した結果生じた差損1

第5表　昭和銀行を受け皿とする休業銀行の整理状況
（単位：千円）

近江銀行 村井銀行 八十四銀行 久喜銀行 中沢銀行 中井銀行 合計

資　　　産　　　額 106β53 69，177 14β52 610 13，555 39，426 244，473

相　　　殺　　　額 14，968 5，220 44 37 103 1，236 21β08資
　
　
　
産

相　殺　後　資　産 91β85 63，957 14β08 573 13，452 38，190 222β65

査　　　定　　　額 51，225 22β50 4β72 362 1β85 15，526 96，520

査　　定　　比　　率 55．7％ 35．7％ 31．6％ 632％ 14．0％ 40．7％ 433％

差　　　　　　損 40β60 41，107 10，136 211 ll，567 22，664 126β45
差
　
損
差　損　補　て　ん 23，770 26ゆ62 6，454 211 9β79 12，440 78β16

補てん残差損 16β89 15，045 3β82 0 2，188 10，224 48，028

負　　　債　　　額 106β53 69，177 14β52 610 13，555 39，426 244，473

相　　　殺　　　額 14，968 5，220 44 37 103 1，236 21，608

担保付負債額 18，411 2，588 133 ㎜ L555 519 23，206

無担保負債額 73，474 61β69 14β75 573 11β97 37β71 199β59

負
　
　
　
　
　
　
債

差　損　補　て　ん 18ゆ88 23β85 6β20 206 6β26 9，910 64，735

実　際　負　債　額 55β86 37，985 8β54 367 5，071 27，761 134，924

切捨てられない負債 3，512 1，425 351 367 222 669 6，546

部切捨てられる負債 54β75 36，560 8，003 o 4β49 27，092 128，379

負債切捨て率 32．6％ 412％ 46．0％ o％ 45ユ％ 37．7％ 37．4％

　　　　　　　　　査定額
注1）査定比率一　　　　　　。　無担保負債額一負債額一（相殺額＋担保付負債額）。
　　　　　　　　相殺後資産

　　　実際負債額一無担保負債額一差損補てん。一部切捨てられる負債一実際負債額一切捨てられない負債。

　　　　　　　　　　　補てん後差損
　　　負債切捨て率一
　　　　　　　　　　一部切捨てられる負債

出典）目本銀行「日本金融史資料　昭和編　第24巻」より作成。
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第6表昭和銀行を受け皿とする休業銀行の差損の補てん財源
（単位1千円）

近江銀行 村井銀行 八十四銀行 久喜銀行 中沢銀行 中井銀行 合　計

払　込　済　資　本　金
（40。9）

X，723

（19。7）

T，125

（47β）

R，085 （782）

@165

（13。3）

P，250

（4α2）

T，000

積　　　　立　　　　金
（L9）

S50

（12．5）

R，250

（132）

@850
（42）

R90

（19。7）

Q，450

（40。5）

R1，738

震災手形補償額
（2＆4）

U，752

（55。3）

P4，418

（33。4）

Q，158

（43。0）

Sゆ31

（18。5）

QβOl

（37。9）

Q9β60

震災手形利子免除額
（L6）

R82

（2。3）

T92

（1。7）lo9 （α8）

@95

（L5）1，178

支払債務免除額 （19．4）　41

（10．6）

@995

利　子　免　除　額
（L7）

P60

（L5）1，196

株老預金（株金払込に充当）
（3。3）

V80

（1。0）

V80

重　役　提　供　資　産
（23。9）

Tβ83

（10。3）

Qβ77

（3。9）

Q52

（2。4）

@5
（272）

Q，553

（2α9）

Q，594

（17。6）

P3，764

合　　計
（loo．o）

Q3，770

（100。o）

Q6，062

（100。o）

@6，454

（loo．o）

@211
（100。o）

@9β79

（100。o）

P2，440

（loo．o）

V8β16

出典）第2日余同じ。

億2600万円余が最終的にどのような財源によって埋められたかをまとめると以下の通りになる。

　　払込済資本金・積立金　　　31，738千円（25．1）％

　　震災手形補償額　　　　　　29，660　　（23．5）

　　　同　利子免除額　　　　　1，178　　（0．9）

　　支払債務・同利子免除額　　　1，196　　（0．9）

　　株主預金　　　　　　　　　　　780　　（0．6）

　　重役提・供資産　　　　　　　13，764　　（10．9）

　　大口預金の一部切捨て　　　4＆028　　（3＆0）

　　　合計　　　　126，344　（100。0）

大まかにいって、自己資本の全額切捨て25％、震災手形の元利支払免除24％、重：役提供資産11

％、大口預金の一部切捨て38％とというのが差損1億2600万円余を埋めた財源の構成だったの

である。

　ここで差損を補てんするための重役からの資産提供は、休業銀行の整理方針を策定する段階

の初めから大蔵大臣によって言及されていたことであったが、当時は、預金者や国に迷惑をか

ける以上、銀行経営者たる者は、一定の道義的責任を負うのが当然であると考えられていたの

である。

　また、震災手形の元利支払免除は、昭和2年3月23ロに成立した震災手形損失補償公債法に

支えられた措置であったが、この法律は、日本銀行が震災手形の再割引によって蒙った損失を
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1億円を限度として政府によって補償される旨規定していた（注7）。そして、骨脂は、休業銀行

のうち営業継続の見込みあるものについては、この法律にもとつく故府の損失補償を裏づけと

して震災手形の元利金の支払いを免除したのである。かくて、休業銀行については、営業継続

の見込みあることを条件として、1億円を限度とする公的資金が、政府の損失補償つきのロ銀

特融というかたちで投入されたのである。

　lV　昭麹銀行と公的資金

　次に、受け皿銀行である昭和銀行への公的資金の投入についていえば、同行の株主はすべて

民間銀行もしくはその関係者だったから、このルートを通しての公的資金の投入はなかった。

もっとも、同行の成立過程では、7月23日に当局へ提出した「新銀行設立建議」で東京商業会

議所が。「株式の一半は故府においてこれを出資せられんことを希望」するというひとこまも

みられたが、「株式を政府が所有することは、預金部資金の性質上不可能であり、さりとて一

般会計では議会の協賛を経ねばなら」ず、それだけの時間的余裕はないということで結局故習

出資は実現されなかった（注8）。しかし、受け皿銀行としての昭和銀行に対しては、Hで述べた

ように超低利の日銀特融が豊富に供給されており、この特融は。昭和2年5月9日に成立した

ロ本銀行特別融通及損失補償法に裏づけられていた。そして、その内容は、現に休業中でない

銀行又は休業中であっても将来営業継続の見込みのある銀行が、預金支払準備に充てるため資

金の融通を請求してきた時は、日本銀行は、財界安定のため必要であると認める限り、この法

律の施行後1年置手形測引の方法で特別融通を行うことができる、そして、一旦融通した手形

は、この法律が施行されたロから10年間書替融通を許す、もしこの融通によってロ本銀行が損

失を蒙った時は、故府は5億円を限度としてそれを補償するというものであった（注9）。昭和銀

行の経営は、5億円を限度とする公的資金の銀行界全体への投入によって支えられ、Hで述べ

たように。同行が本格的に活動を開始した第2期末では、借用金（日銀特融）が資金調達全体

の半分を占め、その後引継いだ資産の整理・処分が進むに伴って漸次減少したものの、それで

も昭和12年末現在なお26％を占めて預金の67％に次ぐ地位を占めていた（溢。）。

　V　引継ぎ資塵の整理

　昭和銀行が破綻銀行や活動中の銀行から引継いだ資産を完全に整理し終えるまでには長い時

間が必要であった。先ず、ロ銀の厳しい監査を経て引継がれた、昭和2年時点では一応健全と

みなされた資産も、昭和恐慌期の価格下落やその後の回復の遅れによって「灰色債権」化した

可能性が高い。試みに、東証一部の株価指数の長期的推移をみてみると第1図の通りで、株価

は昭和2年の142をピークにその後昭和6年の54まで急落し、7年以降回復に転じたものの、

昭和12庫まで2庫の水準を超えることはできず、ようやく13庫以降になって2庫水準をほぼコ
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200

至00

第1図　株価指数の推移 （大正10年1月＝100）

　　o
　　　大　　　　　　　　　昭
　　　正　　　　　　　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典）H本銀行「明治以降

　　　｝1’1’2’3’4㍗三3456789’0’1’2’3’4’5’6　本邦鱗釜醗計」

ンスタントに凌駕することができるようになったことが分かる。金融恐慌勃発直前の株価水準

で評価された担保株式の時価は、昭和恐慌期には当初評価を大きく下廻り、その後も日本が戦

時経済に突入するまでは、当初評価を完全に上廻ることはできなかったのである。他方、担保

の中で株式を中心とした有価証券に次いで重要な地位を占めていた市街地の不動産価格を包括

的に示すデーターは、昭和ll年まで得られないので、市街地の地価の動きを反映して変化する

と思われる不動産会社の利益率の推移をみてみると第2図の通りで、東京府の不動産会社の利

益率も、昭和2年をピークとして以降減少に転じ、昭和5年には1％以上の赤字を記録し、6

年以降増加に転じたものの、昭和12年まで2年の水準を超えることはできなかった。ここでも、

事態は株式と基本的には同じ構図を示していたといえる。

第2図　東京府の不動産会社の資本金純益率の推移
〕

％
5
4
3
2
1

〔

ハ
》
i
2

曳㍉　　　　　ダ

　曳瓢！

　　許㍉
　　β　　曳曳
　　ダ　　　　　転
　　ダ　　　　　　　庵
　　夢　　　　　　　　亀
　♂　　　　　　　　　竃
　夢　　　　　　　　　竃
　が　　　　　　　　　　亀
　3　　　　　　　　　　　　竃

　　　　　鳳　詳　　　　　　　　　　　　　亀

　『　　　　　　　　　　　　　　　亀

ボ　　　　　　　　　　　　　　　　亀

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

冨

♂

〆全国

二一

評謎 @㍉曳

　、　　曳
　　駕
　　㍉

　　　　　　大　　　　　　　昭
　　　　　　正　　　　　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典）商⊥省「会社統計表」
　　　　　　12　　13　　14　　15　　　2　　　3　　　4　　　三5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　11　　12

　　　　　　年　　　　　　　年

　このように、昭和3年以降引継ぎ資産の内容が劣化しただけに、その整理には相当の時間が

必要であった。

　先ず、臨時整理部（のち整理部と改称）の人員が、昭和7年12月の段階で33人にのぼって、

総務部、営業部と並ぶ本店の三大部門のひとつとなっており、その後この規模は徐々に縮小さ
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れたものの、昭和12年ll月現在なお20人を擁し、整理部が本店から完全に姿を消すのはようや

く昭和14年11月になってからであった（注11）。また、本店営業部の貸付では、昭和9年3月現在、

手形貸付全体の2～3測が。豊国銀行から引継がれ、その後6年経っても圃収され終っていな

い「灰色」債権であり、この割合はその後減少したとはいえ、昭和14年ll月になってもなお1

割を数えていた（注12）。

　更に子会社明和不動産との関係では、昭和7年以降毎期かなりの額の損失補償金が昭和銀行

から同社に対して支払われ。これが昭和16年まで続けられた。この累計支払額は1228万円にの

ぼり（注13）、昭和5年ll月末における明和不動産の所有不動産勘定の55％に及んでいた。明和不

動産は、昭和16庫までかけて所有する不動産を簿価の半分以下の価格で売却することによって

ようやく休業銀行等から引継いだ不動産を処分し終えることができたのである。そして、この

累計補償額の約半分は昭和13年以降に支払われたことからみて。この処分は、昭和12年以降の

戦時ブームに恵まれてようやく完了したといえる。前述の昭和銀行本体の　「灰色」債権の処

分過程とも併せて、戦時経済がこの過程に与えた影響が大きかったことを見逃してはならない。

昭和6年12月以降の高橋財政によって、日本経済は昭和恐慌の底を脱し、いち早く景気回復の

道を歩んだが、昭和銀行が抱えた　「灰色」　債権の処理には、5年余（昭和7年～12年）に及

ぶ景気回復過程のみならず、昭和12年以降の5年余の戦時経済ブームをも必要としていたので

ある。

　Vl借一手との関係

　受け皿銀行の業務の内容については、この銀行が業務を引継いだ休業銀行等のかっての顧客、

とりわけ健全な借り手への貸付けをどの程度継続し得たかの考察が不可決であるが、残念なが

らこの点を確かめることのできる⊥分な資料は残されていない。

　しかし。昭和銀行に業務を譲渡した休業銀行の大口の借り手のほとんどは、取引先銀行の業

務が整理される過程で自ら姿を消すカ＼新しい受け皿銀行との関係を断ち切られたと考えら

れ（注鋤、わずかに残存している昭和銀行本店営業部の資料でみる限り、頭取以下職員の多くが昭

和銀行に移った豊田銀行の有力取引先が、昭和銀行の有力顧客となっていたことが確認できる（注15）

。休業銀行の場合と異なり。活動中の銀行で最有力であった豊国銀行の場合には。健全な借り

手との取引関係が受け皿銀行としての昭和銀行に継承されたと推定することができる。

　視野をもう少し広げて、昭和銀行の主要取引先をみてみると、上述の本店営業部の資料から、

昭和9年には、二部の手形貸付や手形割引において、日清製粉、九州保全、東武鉄道、ヤマサ

醤油、日本電気工業、電気化学工業、王子製紙等の大企業や、上田短資。柳田ビルブローカへ

三富ビルブローカへ竹村ビルブローカー等の短資業者が圧倒的部分を占めていたこと（第7・

8・9表）、しかし昭和14年になるとこれらの地位が大きく後退して（注16）、地元資産家層や地
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第9表：昭和銀行本店営業部の手形割引の概要（昭和9年3月12日現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円；％）

依　　頼　　人 金　額 職　業 備　　　　　　　　　考

1 王子製紙
（542）850，000

製紙業 振出人＝北電興業

2 柳出ビルブローカー
（26。4）414，060

ビルブローカー

3 寒晒ビルブローカー
（5。5）86，717

ビルブローカー

4 竹村ビルブロ～カ～
（2。2）34，208

ビルブロ～カ～ 振出人＝大日本人造肥料　裏書人＝秋田木材、東京加里⊥業

5 藤出大
（／の27，361

ビルブローカー

6 （資）野口商店出張所
（L7）26，244

絹糸・綿糸問屋 （商手）振出一野〕商店、支払一糸嵐糸・組紐類売買、綿糸・
�?E各種歴史小売、メリヤス・綿糸・物品販売

7 日本電気工業
（L7）26，150

（約手）三木商店東京支社、日本加里工業（肥料製造）

8 東京護誤工業
（／3）20，322

ゴム製品製造販売 （約手）ゴム製品販売、自転車商、ベルト、製靴
i商手）森購治郎兵衛（運道具商）振出、支払

9 大村商店
（L3）19，978

船舶工業用材料販売 （約手）大口本自転車、南洋貿易、
i商手）小谷文三（船具）振出、支払

10 柴田商店
（Lo）

E2go
染料商 （約手）鉛筆製造、織物製造・染色加工塗料商、毛織物毛糸製造

ﾌ売、印刷インキ、印刷機械製造

小　　　計
　（9＆9）1．550β30

そ　の　他
（U）16，907

合　　　計
（10α0）

k567，737

注）（）内は合計をIOOとする百分比（％）。　出典）第20表に同じ。

場有力商工業者がその穴を埋めるようになったこと（第10・ll表）が明らかである。

　これまで昭和銀行の業務内容については「富士銀行七十年誌」や「富士銀行百年誌」の「昭

和銀行はその設立当初より大都市における中小商工業者層との取引を主力としており一・・」

（『七十年誌』）とか「昭和銀行はギ・…略年下期より五分配当を実施した。以後。同行は中小

企業取引層の開拓に努力し……」（「百年誌』）という記述（注17）を手がかりに、中小企業金融に

注力したというのが通説となっていたようであるが、少なくとも昭和9年の本店営業部では大

企業やビルブローカーへの貸付が金額的には手形貸付や手形墨引の大部分を占めていたという

のが実態であった。そして。昭和14年になるとこれらへの貸付が大きく後退したが、あたかも

この過程を説明するかのように、中外産業調査会編の「人的事業大系⑦　銀行篇」は、昭和13

年10月の頭取交替に触れて、「この機に際し、昭銀が新営業地盤を開拓して、積極的発展の途

を講じるであろうことは一般より予期されてみたが、果せるかな、昭銀は、その方策を中小金

融、言い換えれば大衆金融に進出することに決定したと報ぜられている」と述べていた（注18）。

　これらを総合すれば、昭和銀行の業務の展開について次のように想定することが再能であろ

う。

　昭和銀行は譲り受け資産の整理や新しく獲得した預金によって形成されてきた資金を、事情

の許す限り大企業やビルブローカ向け貸付けに振り向けたが、これらが自己金融力を強めたり

他の都市銀行から借入れをふやすことができるようになるに伴って、これらへの貸付けが減少

したので、昭和13年頃から新しい営業基盤として中小企業金融を積極化するという新しい戦略
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第11表：昭和銀行本店営業部の手形割引の概要（昭和14年1瑚25日現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円；％）

順位 依　　頼　　人 金　額 百分比（％） 取　　　引　　　先

ユ 日曹鉱業㈱ 404β00 35．7 ㈱谷芳商店

2 H満鉱業㈱ 320，460 28．3 聯装石炭・東光商事・山本石炭

3 東光商事㈱ 8L401 7．2 共同石炭

4 ㈱東京山田商会 68，劔6 6．0 振興ゴム化学⊥業所・川〕化学⊥業他

5 東京根津製恩赦 53β85 4．7 森永製菓・地球製菓他

6 友田圏 45，450 4．o 富士丸業・山形屋他

7 ㈱日東製飴所 39，569 3．5 佐久問製菓・山形屋他

8 藍蕉もと 17，577 L6 自木屋・松屋・高島屋他

9 ㈱森出製作所 1L807 Lo （個人商店）

lo ㈱松尾商店 1iβ43 LO 東京機械製作所他個人

小　　　計 LO54，108 93．0

合　　　計 U33，991 loo．o

出典）第24表に同じ。

を採用するようになったのである。

　V麗昭和銀行の人材

　最後に昭和銀行の人的要素についてみると初代頭取の生田定之は、日本銀行田庫局長退任後

豊国銀行に転じ。その頭取を10年闇つとめた入物で、「銀行家として押しも押されもしない手

腕家」と評され、昭和3年1月27日に、「すっかり出来上がった昭和銀行へ……行員、給仕、

小使まで数多くの家の子郎党を引き連れて意気揚々と乗り込み」、「昭和3年から同10年6月ま

で、足掛け8年の賜…・・二上頭取として、行内整理、信用の増大、業績の進展に努力を続けて玉

10年6月間「病弱を理由に、頭取の椅子を田島道治氏に譲って引退した。」

　二代目頭取の田島は、「一高を経て東京帝大独法科」に進み、「一高時代には、当時の校長新

渡戸稲造博士に私淑し、その小石川原町の邸に寄寓してみたほどで、新渡戸門下の俊才として

社会に出……大学を出てから郷里に帰り、愛：知銀行に入った。」「愛知銀行にあって銀行実務に

励んでみるうち、後藤（新平一山崎）内相が鉄道院総裁を兼務するようになった折、恩師新渡

戸博士の推薦で、後藤鉄道院総裁の秘書官」となり、その後「後藤総裁が辞めるに殉じ」て愛知

銀行へ戻り同行常務に就任していたが、昭和銀行創立の際し、「時の井上（日銀一山崎）総裁に

引っ張られて」43歳の若さで昭和銀行の常務となった。そして田島は、昭和銀行発足時にその

創立事務をほとんど1人でこなした（注19）。

　このように生田、田島ともに地方銀行の実務経験豊富で、財界を代表する人物として令名高

く、加えて生田はロ銀出身であり、田島は官界とのつながりも深かった。
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　以上の頭取以外の役員は、三井㌔三菱、

住友、安臥第一＼門崎第百、明治（もしく

は愛：知）各銀行の代表：者と1～2名の行内

内部昇進者とによって構成されていた（注2。）。

　昭和13年頃における昭和銀行幹部行員

（本店部課長、支店長）の出身銀行と学歴

別を一覧表にすると第12表。第13表の通り

で、出身銀行別では、村井銀行の10人が最

多で、これに豊困銀行の7人、近江銀行の

6人が続き、中井銀行も2人、昭和銀行、

加島銀行。尾張屋銀行、北海道拓殖銀行も

各1人を送り出していた。

　また学歴別では、判明する限りの数39人

のうち10人（28％）が商業学校、中学校の

卒業生で。残る29人の大学・専門学校卒業

生のうち慶応が7人と最多で、これに専修

の4人、東大、京大、早稲田、中央、日大、

小樽高商の各2入、神戸大、山口高商、明

大の各1入が続いていた。また。商業学校。

中学校の内訳は第13表下段の通りで、各地

の著名な学校が名前を連ねていた。商業学

校、中学校の卒業生が3翻近くを占め、大

学専門学校の卒業生も旧帝大優位ではなく。

慶応を最多としっっ有力校に幅広く広がっ

ている点で、広範な層からの人材の選抜が

行われていたと推察することができる。金

融恐慌下の不良債権処理は。破綻銀行や破

綻の危機に瀕した銀行の不良債権を切捨て、

この過程でそれを円滑に進めるために公的

資金を注入したり、

第12表 昭和銀行幹部職員の

　　出身銀行別構成（昭和13年）

本店幹部 支店長 合　計

村　井　銀　行 1 9 10

豊　国　銀　行 2 5 7

近　江　銀　行 ㎜ 6 6

中　井　銀　行 1 1 2

北海道拓殖銀行 1
㎜

1

昭　和　銀　行 一
1 1

加　島　銀　行 一
1 1

尾張屋銀行 一
1 1

合　計 5 24 29

出典）中外産業調査会編「人的事業大系①銀行篇」（昭
　　和！3年）　普279－284頁。

　　第13表　昭和銀行幹部職員の

　　　　　　　　学歴別構成（昭和13年）

出身学校 人員

慶　応　大　学 7

專　修　大　学 4

東　京　帝　大 2

京　都　帝　大 2

小　樽　高　商 2

早稲田大学 2

中　央　大　学 2

日　本　大　学 2

神　戸　高　商 1

山　口　高　商 1

明　治　人　学 1

商業・中学 10

合　　計 36

（商業・中学の内訳）

京都一商　2

雲壌轟鋸棄子難購麟通音膠｝各1
出典）第34表に同じ。

　　　　　　　　　これらの銀行の受け皿となった銀行へ公的資金を注入することによって最

初の山を越えたにしても、その後に受け皿銀行のトップに民問銀行業務に通暁し。かっ日銀や

官界とのつながりを持つ有能な人材をどのようにして選ぶか、新しい銀行の経営への銀行界全

体の協力体制をどのようにして築きあげるか、更には新銀行発足後の景況の沈滞や悪化に伴っ



20 東海学園大学紀要　第5号

て生ずる一度は健全と認定された資産内容の劣化にどう対処するかという第二、第三の山への

挑戦という課題を抱えていたのである。

　現下の危機との関連でいえば、一日も早く公的資金の大規模投入によって現段階での不良債

権処理をすませ、この過程で生み出されてくる新しい金融システムを担うにふさわしい人材の

リクルートとマクロ経済のパフォーマンスの改善に全力を挙げることが緊急の課題だというこ

とである。

（注1）後藤新一「銀行破綻史」（日本金融通信社　昭和58年）、185．186頁。

（注2）日本銀行「目本金融史資料　昭和編　第24巻」（大蔵省印刷局　昭和44年）、38、39頁。

（注3）寺部鉄治「銀行発達史」（森野書房　昭和28年）190．191頁。

（注4）昭和銀行「営業報告書」第1期、第2期。

（注5）昭和銀行本店営業部「大蔵省検査官に提出諸表　昭和9年3月12目現在」。

（注6）昭和銀行「営業報告書」各期分による

（注7）竹澤正武「日本金融百年史」（東洋経済新報社　昭和43年）、390頁。

（注8）朝日新聞社「朝日経済年史　昭和3年版」194、195頁。

（注9）東洋経済新報社「東洋経済　銀行年鑑　第5回　昭和武年金融恐慌史」41頁。

（注10）昭和銀行「営業報告書」昭和12年下期末。

（注ll）昭和銀行株式会社「職員名簿」各期分による。

（注12）第8表の当初貸付年月日欄の昭和3年2月6日というのは、同行が豊国銀行から資産・負債を継

　　承した日であり．これに該当する貸付先には、豊国銀行の取引先と推定されるものが多く含まれて

　　いる。したがって、これらは豊国銀行の取引先で、その債務が昭和銀行に継承されたものであると

　　考えられる。そして、この表は昭和9年3月12日現在についてのものであるから、これらの貸付は、

　　約6年経っても未だ回収されていない債権ということになる。当初貸付年月日が昭和3年2月6日

　　のものを合計すると、それが手形貸付金合計の22％、3年中のもの全部をとると、その割合が34％

　　に及んでいる。同じ計算を第10表について行ってみると、その（当初貸付昭和3年2月6日の分の）

　　割合が10％となる。

（注13）昭和銀行「営業報告書」記載の各期損益計算書における「明和不動産株式会社補償」の累計額。

（注14）紙幅の関係で詳述はできないが．日本銀行「諸休業銀行の破綻原因及共整：哩」（昭和3年4月一

　　4年7月）に記載されている昭和銀行に資産・負債を譲渡した各休業銀行の大［貸付先のリストを

　　みると、金融恐慌期に破綻し消滅した企業が多く含まれており、その後存続し得たと思われる企業

　　についても．経済情報社編「株式投資年鑑」昭和12年度版所載の各社別取引先銀行を調べてみても、

　　取引先が昭和銀行と記載されている会社は皆無である。

（注15）注12参照。

（注16）第10表でヤマサ醤油．東洋電機製造の2社、第11表で日曹鉱業、日満鉱業の2社を数えるのみで

　　ある。
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（注17）富士銀行「富士銀行七十年誌」（昭和27年）221頁；同「富士銀行百年史」（昭和57年）315頁。

（注18）中外産業調査会編「人的事業大系⑦　銀行篇」（昭和13年）、普・270頁。

（注19）同上書、273－275頁。

（注20）昭和銀行「営業報告書」各期版による。

〔あとがき〕本稿は．1998年12月15．16日の両日、東京（恵比寿ガーデンプレイスタワー・NIRA会議室）

　で開かれた第2回日仏経営史会議での報告原稿にもとづいて、この会議を資金的に援助した総合研究

　開発機構（通称NIRA）への報告用に、これを圧縮・再構成したものである。なお、筆者は本稿のも

　ととなった報告原稿に加筆して、「昭和金融恐慌」というタイトルの単行本を東洋経済新報社から近

　日中に出版する予定である（2000年1月12日）。


